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２   西  島     彰  君 

 

 

 

 

 

 

 

 

３   重  岡  秀  子  君 
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一 般 質 問 要 旨 

議 員  四 宮 和 彦   

 

１ 緊急経済雇用対策事業について伺う。 

 ⑴ 市内の中小零細事業者においては、「この事業にかかわって市の事業を受注をしたこ

とが全くない。」との声を聞く。事業の発注先は、特殊な事業を除き、市内格付け指名

業者と簡易な修繕工事参加登録者に限られると思われるが、執行が確定している平成

２２年度への繰越明許分について事業の執行期間、事業の件数及びその事業総額につ

いて伺う。 

 

 

 ⑵ ⑴における事業のうち、受注した事業者の内訳について、「格付け指名業者」、「簡易

な修繕工事参加登録者」、「その他名簿登録の無い事業者」に大きく分けた場合、それ

ぞれの受注件数、受注額を伺う。また、前二者については、それぞれの名簿登録者の

総数についても伺う。 

 

 

 ⑶ 簡易な修繕工事参加登録者の登録手続きについて、参加登録要件、登録期間、更新

手続き等、現在のあり方について市長の見解を伺う。 

 

 

 ⑷ 「緊急経済雇用対策事業」の事業内容については、公共施設、市内インフラの維持

補修工事に類するものがほとんどを占めているようだが、事業内容の選択決定はどの

ようにして行われているのか伺う。 

 

 

 ⑸ 昨今の経済情勢を見る限りにおいて、現在の国内・県内・市内の不況の状態は長期

化する様相を呈している。こうした中、本来の年度事業において計画的に行われるべ

き道路施設や公共施設の維持補修事業を主たる内容とする経済雇用対策事業で、本当

の意味での経済対策、雇用対策になり得るのか大いに疑問である。観光地伊東にふさ

わしい修景事業や観光施設整備など、市内社会資本の充実や新たな事業や雇用の創出

につながるソフトウェア事業を含む「総合的な経済雇用対策事業」として考えるべき

だと思うが、市長の考えを伺う。 
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２ 伊東市立南中学校における生徒の問題行動について伺う。 

 ⑴ 今年度１学期までにあった主たる生徒の問題行動についての学校、ＰＴＡ、その他

関係各機関における対応とその成果についてどのように解決されたのか、その後の経

過を伺う。 

 

 

 ⑵ 夏休み中の生徒の様子、学校内の様子について伺う。 

 

 

 ⑶ 現在の南中学校における教職員数は、市の統計資料等を見る限り、現在の問題状況

も考慮すれば、明らかにマンパワー不足であると思われるが、市としての現在の教職

員数についての見解を伺う。あわせて、現行の教職員配置数の原則的な決定方法、各

中学校の加配の状況及び加配のための条件等について伺う。 

 

 

 ⑷ ８月の福祉文教委員会協議会で出された各委員からの意見等について、教育委員会

や中学校はどのように受けとめているのか、特に以下３点について伺う。 

  ア 警察その他関係各機関との連携について 

  イ 教育指導員制度のあり方について 

  ウ スクールサポーター制度の活用について 
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一 般 質 問 要 旨 

議 員  西 島   彰   

 

本市の観光経済戦略について、以下伺う。 

 １ ２市３町による伊豆観光圏整備事業の現状について伺う。また、今後、本市の観光

力の強化に向け、同事業をどのように生かしていくのか、考えを伺う。 

 

 

 

 

 ２ 伊豆半島ジオパーク構想の推進へ向けた本市の役割について伺う。また、ジオサイ

トの整備及び活用施策について、具体的な考えを伺う。 

 

 

 

 

 ３ １、２を踏まえ、国内観光におけるマーケットの拡大を目指し、大島空港の活用を

視野に入れ、大島町との連携を進める考えがあるか伺う。 

 

 

 

 

 ４ インバウンドによる中国人誘客における商業環境づくりとして、銀聯カードが市内

で利用できるよう、対応を促す考えはあるか伺う。 

 

 

 

 

 ５ 観光と環境を融合した、仮称「ほたるが舞う松川プロジェクト」を事業化してはい

かがか。
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一 般 質 問 要 旨 
議 員  重 岡 秀 子   

 
１ 来年７月に迫った完全地デジ化への対応と課題について以下伺う。 
 ⑴ 電波が届かないと判定された難視聴地域への対応状況を伺うとともに、万全な対策

がとられているか伺う。 

 
 ⑵ 学校、市営住宅など、公共施設における対応状況はどうか伺う。 

 
 ⑶ 低所得者層に対して、地デジ対応機器などへの経済的援助制度はあるか。また、そ

の周知はできているか伺う。 

 
 ⑷ 高齢者などへの情報提供が必要であると考えるが、どのような対策をとられている

か伺う。 

 
 ⑸ 国の対策のおくれや計画の不備により、伊東で「地デジ難民」が出てしまうことが

予想されることから、地域の実情にあった支援とともに、アナログ波停止の延期を国

に働きかける必要があると考えるが、いかがか。 

 
２ 国の天然記念物に指定された大室山を、ジオパーク構想とも絡めて、観光や市の活性

化に生かしていくべきと考えるが、その方策について以下伺う。 

 ⑴ 大室山とその噴火によって形成された城ヶ崎海岸、一碧湖などを一体として、観光

の重点スポットに位置づけ、ジオパーク構想と連携した観光戦略を多面的に練る必要

があると考えるが、いかがか。 

 
 ⑵ 大室山が国の天然記念物に指定されたことを記念する特別な観光キャンペーンをす

べきではないか。 

 
 ⑶ ⑴の取り組みを進めるために、一碧湖の駐車場問題、特にバスの駐車場の確保を急

ぐべきであると考えるが、いかがか。 

 
 ⑷ ジオパーク構想を推し進めるためにも、学校教育、生涯学習の分野で学習する場を

数多く企画することが重要であると考えるが、そうした計画はあるか伺う。 

 
 ⑸ ジオパークの案内人を養成していくために、自然歴史案内人のさらなる支援、強化

が必要と考えるがいかがか。 


